
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 令和６年５月９日 １９時３８分頃 

発生場所 千葉県銚子市銚子漁港 

 銚子港東防波堤川口灯台から真方位１５０°１.６海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３５°４３.８′ 東経１４０°５２.７′） 

事故の概要 貨物船福
ふっ

興
こう

丸は、航行中、消波ブロックに衝突した。 

事故調査の経過 令和６年５月２３日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 福興丸、４９８トン 

１３６３９２、御前崎海運株式会社、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、三級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 バルバスバウに破口及び亀裂等、スラスター室外板に亀裂 

消波ブロック 擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風力 ３、視界 良好 

海象：波向 北東、波高 約２～３ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故の経過 本船は、船長ほか３人が乗り組み、銚子漁港内の銚子市川口町の船

溜
だ

まりから同市黒生
くろはい

町の船溜まり（以下「黒生地区」という。）に移

動する目的で、船長が単独でレーダー及びＧＰＳプロッターを作動さ

せながら操船（手動操舵）し、約９～１０ノットの対地速力で西北西

進していた。 

銚子漁港基盤整備工事の施工業者は、黒生地区の沖南防波堤と第２

東突堤との間（以下「本件防波堤間」という。）の北東側に２基の灯

付浮標（以下「本件浮標」という。）を、また、南西側にも同様の灯

付浮標２基をそれぞれ設置していた。これらの灯付浮標は、同工事現

場の四方に設置されたシンカーブロック（海底に沈着されたコンク

リート製ブロック）の場所を示していた。船長は、昼間における黒生

地区への入航経験がこれまでに２０回程度あったので、本件浮標の位

置を把握していた。 

船長は、夜間に黒生地区に入航するのは初めてであったが、昼間に

入航する際は本件浮標を右舷方に見て操船していたので、見慣れてい

る本件浮標の灯光を右舷方に見て操船すれば本件防波堤間を無難に通

過できると思った。なお、本件浮標の灯光を頼りに目視のみで操船

し、レーダーやＧＰＳプロッターで船位を確認していなかった。 

（図１ 参照） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、操舵室中央にある操舵スタンドの前に立って操船に当た

り、本件防波堤間付近には航行に支障がある他船がいなかったので、

ふだんどおり本件浮標を見落とさないよう、本件浮標の灯光に意識を

集中して操船していた。 

船長は、船首配置の乗組員から船首方至近に沖南防波堤があるとの

報告を受けると同時に自身も同防波堤を目視で認め、急いで主機を後

進に操作したものの、本船は同防波堤の消波ブロックに衝突した。 

船長は、乗組員に負傷がないことを聞いて本船の損傷状況を確認さ

せた後、本船を後進させて消波ブロックから離し、自力で航行させて

黒生地区の岸壁に着けた。これらの措置を終えた後、関係会社に連絡

を行い、海上保安庁に本事故の発生を通報した。 

船長は、黒生地区の第２東突堤西端の簡易標識（灯質：単閃赤光、

毎４秒に１閃光、光達距離：約２.９Ｍ）及び沖南防波堤東端の簡易

標識（灯質：単閃緑光、毎４秒に１閃光、光達距離：約２.９Ｍ）の

存在を知っていた。本事故当時、本件浮標の灯光を確認することに意

識を集中していたので、正常に点灯していた両簡易標識の灯光を見落

とした。 

分析 (1) 船長は、昼間に入航する際は本件浮標を右舷方に見て操船して

いたので、夜間入航が初めてであっても本件浮標の灯光を右舷方

に見て操船すれば本件防波堤間を無難に通過できると思ったこと

から、レーダーで船位を確認しなかったものと考えられる。 

(2) (1)から、船長は、本件浮標の灯光に意識を集中していたことか
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ら、第２東突堤及び沖南防波堤の簡易標識を見落としたものと考

えられる。 

(3) 船長は、目視に頼って操船していたことから、沖南防波堤に接

近していることに気付かず、船首配置の乗組員から船首方至近に

同防波堤があるとの報告を受けた時には、同防波堤の消波ブロッ

クを避ける時機を逸していたものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、銚子漁港を西北西進中、沖南防波堤の

消波ブロックに衝突したものと考えられる。 

(5) 船長は、本船を航海速力で操船していたことから、余裕を持っ

て船位を確認できなかったものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が銚子漁港を西北西進中、船長が、夜間入航

が初めてでも本件浮標の灯光を右舷方に見て操船すれば本件防波堤間

を無難に通過できると思い、レーダーで船位を確認しなかったため、

第２東突堤及び沖南防波堤の簡易標識を見逃し、同防波堤に接近して

いることに気付かず、本船が同防波堤の消波ブロックに衝突したもの

と考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、夜間、港内等狭い海域においては、目視及びレーダー等

で船位を確認しながら、周囲の状況を把握できる安全な速力で航

行させること。 

 


